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大 会 発 表 要 旨1996.11.8. 「デザイン理論』36/1997

「ヨー ロ ッパ に お け る テ キ ス タイ ル ア ー トの現 状 」

福本繁樹/大 阪芸術大学

1960年 代 以降多彩 な展 開をみせた現代 テキ

スタイルアー トは,今 日さまざまな課題 をか

かえた転機 をむかえてい る。1995年 に 開催 さ

れた 「第16回 国際 ローザ ンヌ ・ビエ ンナーレ」

が現代美術全体 の視野で テキ スタイル素材 の

作 品を とりあげ,「 テキ ス タイル と現代 アー

ト」 を検証 しよ うとす る企画だ った。展覧会

コ ミッショナーC・ ベル ナール氏 が,「 展覧

会 のテーマ"ク リスクロ ッシング"(交 差,

矛 盾)齟は,誤 解 の もととな る用語 「現代 テキ

スタイルアー ト」 を解体 す る試みであ るとと

もに,ビ エ ンナー レの矛盾 に満ちた成果 を検

証 する ものだ」とカタログ掲載のインタビュー

で語 るよ うに,第16回 展 は,現 代 テキ スタイ

ルアー トのアイデ ンティティの危 機を改あて

指摘 して,テ キスタイルの芸術 と しての位置

が きわめてあいまいで不安定であ ることを示

した。

第16回 展 は期待 はずれの入館者 数だ った。

そ して次回 ローザ ンヌ ・ビエ ンナ ー レ開催 中

止 が1996年 に公式発表 された。主 催者 によれ

ば中止決定 の理 由と して,財 政事 情,州 立美

術館 の開催受 け入れ拒絶 によって適 当な会場

がない こと,そ して第16回 展 の不 人気 の根拠

を,タ ピス リーに対す る一般 の関心の低下 と,

テ キス タイルアー ト動勢 の沈滞にあ ると考 え

ることをあげている。 しか しこの主催者 の中

止理 由に対 してはさまざ まな反論 が寄 せ られ

ている。

ローザ ンヌ ・ビエ ンナ ー レ中止 は,テ キス

タイルアー トの歴史 のクライマ ックス シー ン

をみせ た一場 の終幕 を象徴的 に物語 る。一方

フランスで は1994年 に開催 された 「国際 タピ

ス リー ・フェステ ィバル(Festivalinternat

ionaldelatapisserie)」 が,今 後 ビエ ンナー

レ形式で開催す ることが決定 され,亜 麻 を素

材 とす る作品の第1回 ビエ ンナー レ(Bienn

aleduLinenHaute-Normandie)も1996年

に開催 され た。現 代美術志 向の現代 テキス タ

イルァー トが破綻 した一方 で,織 り(タ ピス

リー)技 法や亜麻 素材 と,作 品規定 した ビエ

ンナー レが新たに開催 されるよ うになった。

このよ うな事例 は,今 日における展覧会開催

主 旨に,よ り明確 な アイデ ンテ ィテ ィが求 め

られるようにな った ことを示 す ものだろ う。

ローザ ンヌ ・ビエ ンナー レの興亡 の歴史 を

ふ りかえ ってみ ると,そ こにはテキスタイル

アー トばか りで はな く,現 代 の工芸,い や現

代美術全体がかかえ る,さ まざまな今 日的問

題点が浮 き彫 りにされ る。現代 テキス タイル

ァー トの檜舞台 ともいうべ きビエ ンナー レが

終焉 を迎え たという感傷 的な思 い も込 あて,

そ の歴史を検証 してみた。

1960年 代 か ら興隆をみせた現代 テキス タイ

ルアー トは,以 降約10年 ご とに顕著 な展開 を

みせる。J・ リュルサが中心 とな り,中 世 の

タピス リー復興を提唱 して 「国際新 旧 タピス

リーセ ンター」を創設 し,第1回 国際 タピス

リー ・ビエ ンナー レを1962年 に ローザ ンヌで

開催 した。 この とき展示 されたのが,高 名 な

画家 の原画を職人がゴブラン織 りに忠実に織 っ

た作品で ある。当時マチ ス,ピ カ ソ,ア ルプ,

ス ー ラージュ,ヴ ァザル リな どが タピス リー

原画 を制作 した。 ところが ビエンナー レ創設

に中心 的 な役 割 を はた したJ・ リュルサ が
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1966年 に急死 してか らは,展 覧会 の様相 が急

激 な変容 をみせ,ポ ーラン ドの染織作家 の作

品 を中心 と した、 新 しい現代造形 としての現

代 テキスタイルアー ト(フ ァイバー ・ワーク)

が主流 となる。やがて壁 面の平面 的な タピス

リーか ら,立 体的 な造形,空 間での展示 へ と

作 品形態が展開 し,ア メ リカや 日本の作家 が

中心 とな って活躍 をは じあて,現 代テキ スタ

イルアー トの隆盛期 むか える。

しか し1970年 代 の後半,は や くもマ ンネ リ

化 の兆 しがでて くる。1980年 代 になると,マ

ンネ リ傾 向打開 のため,第11回(1983年)か

ら第13回(1987年)展 にかけて,展 覧会 テー

マがそれぞれ 「空 間」「彫刻」 「壁」 と設定 さ

れ る。1990年 代 には,審 査制度改変,野 外作

品展示,そ して展覧会名称変更,コ ミッシ ョ

ナーによ る企画展 などが試 み られる。 なか で

も名称 変更 は重大 な意味 を もっていた。第14

回 展(1989年)ま で 「国 際 タピス リー ・ビエ

ンナー レ」だ った名称 が,第15回 展(1992年)

は 「国際 ローザ ンヌ ・ビエ ンナー レ,現 代 テ

キスタイルアー ト」,第16回 展(1995年)に

は 「国際 ローザ ンヌ ・ビエ ンナー レ,テ キス

タイルと現代 アー ト」 とされた。展覧会名 に

タピス リーの名を改めて,現 代美術 の名 を鮮

明に し,ビ エ ンナー レの歴史 の矛 盾が指摘 さ

れた第16回 展 を最後に,ビ エンナー レ中止 に

至 った。

「ビエ ンナー レの名称を変え るべ きで はな

いか」 とい う疑問 は,1973年 の 第6回 展か ら

毎 回問題 とされて いた。 しか し名称変更の決

行 が第15回 展(1992年)ま で20年 もかか るほ

ど 「タピス リー」 の名が なか なか捨て きれな

か った ことに注 目すべきである。「タピス リー」

が,'ヨ ー ロッパにおけるテキス タイルアー ト

の原 点,ア イデ ンテ ィテ ィにな って いたとい

うこと,そ してその 「タピス リー」 の名 を捨

てた とたんに,展 覧会 が破綻 して しまったと

い うことを確認 したい。

ヨー ロッパ のテキスタイル アー トは,タ ピ

ス リー(織 物)が メ ジャーで あ る一方,「 染

物」,っ まり模様染め技 法 がそ の歴史 に欠 落

してい る。 日本 では染織 といえば,染 め と織

りの ことで,展 覧会 などで は染 めの作 品が半

分 を しめ るが,ヨ ー ロッパで は事情が異な り,

た とえば現代 染織 の国 際展 に は,模 様染 め

(防 染技法)の 作品が ほとん どない。

幅広 くテキス タイルの歴史 を研究 し,精 力

的 に各分野の制作 に取 り組ん だウ ィリアム ・

モ リスを して も,模 様染めの仕事 はブロック ・

プ リン トに限 られていた。 そのブ ロック ・プ

リン トで さえ,も とはといえばイ ン ドの方法

を導入 したものだ った。 ヨー ロッパ には,.防

染技法 による模様染めの伝統 がな く,近 代 に

お いて も手仕事 による模様染 めの例が少 ない。

オ リエ ンタ リズムの 巨大な波 によ って,無 地

が主流 だった ヨーロ ッパの服地 に,染 め模様

が ドッとはいって きたのだか ら,服 地 のプ リ

ン ト柄 といえば,今 日なおエスニ ック調と切 っ

て も切 れないイメージが ある。

近代 ヨーロ ッパ にお ける手 仕事 によ る模様

染 めの例 としてブロ ック ・プ リントに加 え ら

れるのが,前 世紀末か らのオラ ンダのデザイ

ナーによ るバテ ィックで ある。あ とはほとん

ど例 がない。絞 り,板 締 め,糊 防染な どが ほ

んの一部 に試 み られたとはいえ,む しろヨー

ロッパ文化 が模様染 め技法 を受 け入れ ること

に 「拒絶 反応」 を示 したのだ と断言す るほう

が正確であ る。実 際それほど乏 しい。 手仕 事

の染色技 法に関 しては,型 といえばモ リスが

復活 させた ブロック ・プ リツ ト,そ れ に手 描

きといえば,1890年 代 にな ってか ら,オ ラン

ダのハ ー レムの美術学校 を中心 にさかん に制

作 されたバ ティックくらいだ った。
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